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	Starting LANSA
演習問題


Starting LANSA 
ドキュメント番号：ETST2013
2020/01/09
第２版 : 演習問題３課の論理ファイルのキー順序の変更
著作権について

· 本文書は著作権で保護された所有権情報を含みます。

· すべての権利は留保されています。

· （株）ランサ・ジャパンの書面による明示的な許諾なしには、文書の一部または全部を、電子手段、機械的手段、写真やその他のいかなる形式あるいは媒体によって複製あるいは転載することを禁じます。

ご注意

· 本文書内の情報が正確かつ完璧であるよう、細心の注意を払っておりますが、誤植または技術上の誤りがある場合もあります。

· （株）ランサ・ジャパンは、本文書使用の結果生じたお客様の損失に対し、いかなる責任をも負うものではありません。

· 本文書に記載されているその他の会社名および製品名は、あくまでその製品および会社を識別する目的のみにしようされており、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

問題1:

フィールドを作成してみましょう。

	データ項目名
	フィールド名
	属性
	省略値 / 編集

	部門コード
	DEPTMENT
	4A
	*BLANKS

	部門名称
	DEPTDESC
	20A/O
	*BLANKS

	課コード
	SECTION
	2A
	*BLANKS

	課名称
	SECDESC
	20A/O
	*BLANKS

	予算（千円）
	SECBUGT
	9S0
	*ZERO

編集コードJ

	実績（千円）
	SECRSLT
	9S0
	*ZERO

編集コードJ


作成したフィールドがリポジトリタブに、存在することを確かめてください。

また、そのフィールドをダブルクリックしてみてください。

Visual LANSA のエディター部分に追加できるフィールドの定義があります。確認してみてください。
問題2:

ファイルを作成してみましょう。

部門コードテーブル(DEPTAB)

	順序
	Key
	データ項目名
	フィールド名

	1
	1
	部門コード
	DEPTMENT

	2
	
	部門名称
	DEPTDESC


課コードテーブル(SECTAB)

	順序
	Key
	データ項目名
	フィールド名

	1
	1
	部門コード
	DEPTMENT

	2
	2
	課コード
	SECTION

	3
	
	課名称
	SECDESC

	4
	
	予算（千円）
	SECBUGT

	5
	
	実績（千円）
	SECRSLT


作成したファイルがリポジトリタブに、存在することを確かめてください。

また、そのファイルをダブルクリックしてみてください。

Visual LANSA のエディター部分に追加できるファイルの定義があります。

確認してみてください。

問題3:
論理ビューを作成してみましょう。

	ファイル名
	SECTAB

	論理ビュー名
	SECTAB1

	記述
	課名称順

	キー・フィールド
	SECDESC (課名称)

SECTION (課コード)
DEPTMENT (部門コード)


作成した論理ビューがリポジトリタブに、存在することを確かめてください。
問題4:

プロセスとファンクションを作成してみましょう。

	プロセス名
	iiiPROC

	記述
	iiiのプロセス


	ファンクション名
	iiiFN01

	記述
	部門の保守

	テンプレート
	FRMNT01 ※講師と一緒に回答してください


プロセスとファンクションをコンパイルし、実行してみましょう。

また、エディターにあるタブをクリックしてみてください。これらの定義の方法や意味は、LANSA 研修コースの RDML でご紹介します。

問題5:
問題4で作成したプロセスとファンクションも、サーバーにチェックイン・コンパイルしてみましょう。

注意：問題1,2で作成した、フィールド・ファイルは講師がチェックインします。

その後、

5250 画面でチェックインしたコンポーネントが存在している事を確認してみてください。

このとき、Visual LANSA の各機能が、5250 開発環境でも同様に存在していることも確認してみてください。

最後に、プロセス定義に10を入力してみてください。Windows で実行したのと同じような画面が5250 上で実行できる事を確認してみてください。

LANSA の立ち上げ方法は以下です。

LANSA PARTITION(EDU)

問題6:

問題5でチェックインされた他の受講者のプロセス/ファンクションをチェックアウトしてみましょう。

注意：LANSAエディターで、チェックアウトしたいオブジェクトを参照するためには、マスターオブジェクトリストのリフレッシュを実行します。
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